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神
社
入
口
に
昭
和
15
年
に
建
て
ら
れ
た

「
菟う

だ
が
わ
田
川
之の

朝あ
さ
は
ら原
伝で
ん
し
ょ
う
ち

稱
地
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の
な
か
に
、
即
位

す
る
前
の
神
武
天
皇
の
出
来
事
が
書
か
れ
て
お
り
、

宇
陀
も
そ
の
舞
台
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ

ト
（
の
ち
の
神
武
天
皇
）
は
、
大
和
で
の
戦
い
に

勝
て
る
よ
う
に
と
祈
っ
て
眠
る
と
、
神
の
お
告
げ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
お
告
げ
の
通
り
に
香
久

山
の
土
で
土
器
を
作
り
「
丹に

う
の
か
わ
か
み

生
川
上
」
で
天
あ
ま
つ
や
し
ろ神

地く
に
つ
や
し
ろ
祇
（
神
様
）
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
、「
菟う
だ
が
わ
の

田
川
之

朝あ
さ
は
ら原
」
で
敵
軍
が
呪
力
で
動
け
な
く
な
っ
た
と
い

う
の
で
す
。
ま
た
、「
丹
生
川
上
」
で
占
っ
た
と

こ
ろ
、
勝
算
あ
り
と
の
結
果
が
で
ま
し
た
。
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▼「菟田川之朝原伝承地」の碑が立つ
神社入口

　
こ
の
説
話
に
あ
る
「
菟
田
川
之
朝
原
」
と
は
、

丹に

う生
神
社
周
辺
の
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
丹
生
神
社
は
、
平
安
時
代
の
書
物
『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』

に
も
記
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
神
社
で
、
春か

す
が
づ
く
り

日
造

の
本
殿
に
は
、
水
や
雨
を
司
る
高

た
か
お
か
み
の
か
み

龗
神
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
止
雨
や
祈
雨
の
神
社
と
し
て
も
篤
い

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
神
社
の
背
後
に
は
「
岳だ

け
や
ま山
」
と
よ
ば
れ
る
山
が

あ
り
ま
す
。
岳
山
は
こ
の
あ
た
り
を
代
表
す
る
山

で
、
干
ば
つ
の
時
に
は
、
山
頂
で
雨
乞
い
神
事
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、神
社
の
近
く
に
は
、「
龍

王
池
」
と
も
よ
ば
れ
た
小
池
が
あ
り
ま
す
。
龍
王

と
名
の
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
も
、
こ
こ
に
も
龍
神
信

仰
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　1月 25 日から 2月 9日までの間、市内の
全小学校 6校の児童が、宇陀市役所を訪れ、
議会の模擬体験をしました。
　市長や議員の話のあと、市役所や議会の役
割について学びました。そして、市長・議長・
議員役に分かれ、所定の席に着き、本番さな
がらの小学校議会を行いました。
　議題は「学校の制服を私服にすること」と
「学校の制服を選択制にすること」でした。児
童は賛否それぞれの意見を述べ、採決まで行
いました。
　体験後の児童からは、「議場では緊張してう
まく発言できませんでした。議員の方は色々
と発言されるのがすごいなと思いました。」や
「議場では市民のために話し合ってくれている
のがよく分かりました。」などの意見がありま
した。
　未来の宇陀市議会で、この中から活躍して
くれる人が出てくれることを期待しています。

議会見学プログラム小学
生


